
議案第 １ 号

沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程及び沖縄県教

育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部を改正する訓令につ

いて

以下の理由により、沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規

程及び沖縄県教育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部を改正する

訓令案を別紙のとおり提出する。

令和７年３月13日提出

沖縄県教育委員会教育長 半嶺 満

理 由

教育委員会所管の会計年度任用職員の職の新設、廃止、改正について定める。

また、引用している沖縄県会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償

に関する条例に条ずれが生じているため、これを改める。

これが、この議案を提出する理由である。

【参考・根拠規程】

⑴ 地方公務員法（昭和25年法律第261号）第22条の２

⑵ 会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する規則（令和２年

沖縄県人事委員会規則第１号）第２条第３項



別紙

沖縄県教育委員会訓令第 号

沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程及び沖縄県教育委員会会計年度任用職員の報

酬に関する規程の一部を改正する訓令を次のように定める。

令和７年 月 日

沖縄県教育委員会

教育長 半 嶺 満

沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程及び沖縄県教育委員会会計年度任用職員

の報酬に関する規程の一部を改正する訓令

（沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程の一部改正）

第１条 沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程（平成28年沖縄県教育委員会訓令第４

号）の一部を次のように改正する。

第２条の表中

「
保健指導員 職員の健康相談、保健指導等に関する補助的又は定型的な業務

を
非常勤講師 児童生徒の教科指導及びその指導に関する補助的又は定型的な業務

」

「
非常勤講師 児童生徒の教科指導及びその指導に関する補助的又は定型的な業務

副校長・教頭マネジメント 副校長又は教頭の業務に関する補助的又は定型的な業務
に

支援員

保健指導員 職員の健康相談、保健指導等に関する補助的又は定型的な業務
」

改め、同表適応指導教室指導員の項中「適応指導教室指導員」を「教育支援センター支援員」に、「沖縄

県適応指導教室」を「沖縄県教育支援センター」に改め、同表幼児教育アドバイザーの項を削り、同表学

校問題解決支援コーディネーターの項の次に次のように加える。

架け橋期コーディネーター 幼児期又は架け橋期（子の満５歳に達した日の翌日以後における最
初の４月１日から満７歳に達した日以後における最初の３月31日ま
での２年間をいう。）における教育に関する補助的又は定型的な業
務

（沖縄県教育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部改正）

第２条 沖縄県教育委員会会計年度任用職員の報酬に関する規程（令和２年沖縄県教育委員会訓令第２号）

の一部を次のように改正する。

第１条及び第２条（見出しを含む。）中「第２条第１項ただし書」を「第３条第１項ただし書」に改め

る。

第３条の表離島児童生徒支援センター生活指導員の項の次に次のように加える。

副校長・教頭マネジメント支援員 行政職給料表 ２級

第３条の表適応指導教室指導員の項中「適応指導教室指導員」を「教育支援センター支援員」に改め、

同表幼児教育アドバイザーの項を削り、同表学校問題解決支援コーディネーターの項の次に次のように加

える。

架け橋期コーディネーター 教育職給料表⑶ ２級

附 則

この訓令は、令和７年４月１日から施行する。



改正案の概要

部課名 教育庁総務課

１ 件名

沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程及び沖縄県教育委員

会会計年度任用職員の報酬に関する規程の一部を改正する訓令

２ 改正の経緯及び必要性

⑴ 副校長・教頭マネジメント支援員の職を定める。（学校人事課）

ア 業務内容

副校長又は教頭の業務に関する補助的又は定型的な業務

イ 給料表、職務の級及びその根拠

任用を想定している人材が元管理職又は元事務長であることから、行政職給

料表とし、職務の級は職務の内容及び国の補助単価を参考に２級としている。

⑵ 適応指導教室指導員の職の名称を改める。（県立学校教育課）

ア 業務内容

沖縄県適応指導教室における児童生徒の生活指導等に関する補助的又は定型

的な業務

イ 改正の概要

総合教育センターに設置されている適応指導教室について、不登校児童生徒

や保護者にとって抵抗感を減らし親しみやすいものにするため、名称を教育支

援センターに改正することに伴い、適応指導教室指導員も教育支援センター支

援員に名称を改正する。

⑶ 幼児教育アドバイザーの職を廃止する。（義務教育課）

ア 業務内容

幼児教育に係る研修及び助言に関する補助的又は定型的な業務

イ 廃止する理由

幼児教育アドバイザーを発展的に解消し、新たに架け橋期コーディネーター

を新設するため、幼児教育アドバイザーの職を廃止する必要がある。

⑷ 架け橋期コーディネーターの職を定める。（義務教育課）

ア 業務内容

幼児期又は架け橋期（子の満５歳に達した日の翌日以後における最初の４月

１日から満７歳に達した日以後における最初の３月31日までの２年間をいう。）

における教育に関する補助的又は定型的な業務

イ 給料表、職務の級及びその根拠

幼児教育アドバイザーと同様に元教諭を想定しているため、教育職給料表⑶

とし、職務の級は２級としている。

⑸ 引用している沖縄県会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の条ず

れが生じているためこれを改める等の所要の改正を行う。



３ 改正案の概要

⑴ 沖縄県教育委員会会計年度任用職員の職の設置に関する規程（平成28年沖縄県

教育委員会訓令第４号）を次のように改める。＜第１条＞

ア 副校長・教頭マネジメント支援員の職を設置する。（第２条関係）

イ 適応指導教室指導員の職名及び職務内容を改める。（第２条関係）

ウ 幼児教育アドバイザーの職を廃止する。（第２条関係）

エ 架け橋期コーディネーターの職を設置する。（第２条関係）

オ その他所要の改正を行う。（第２条関係）

⑵ 沖縄県会計年度任用職員の報酬に関する規程（令和２年沖縄県教育委員会訓令

第２号）を次のように改める。＜第２条＞

ア 引用している沖縄県会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例（令

和元年条例第42号）と条ずれが生じているため、これを改める。（第１条及び

第２条関係）

イ 副校長・教頭マネジメント支援員の職の区分を定める。（第３条関係）

ウ 適応指導教室指導員の職の区分の名称を改める。（第３条関係）

エ 幼児教育アドバイザーの職の区分を削る。（第３条関係）

オ 架け橋期コーディネーターの職の区分を定める。（第３条関係）

カ その他所要の改正を行う。（第１条及び第２条関係）

⑶ この訓令は、令和７年４月１日から施行する。（附則）

４ 関係各課との調整状況

財政課と調整済み。

５ 添付資料

⑴ 新旧対照表

⑵ 根拠法令等の参照条文

⑶ その他参考となる資料



新
旧
対
照
表
（
第
１
条
関
係
）

沖
縄
県
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
程
（
平
成
2
8
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
４
号
）
新
旧
対
照
表

改
正

案
現

行

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
１
条

（
略
）

第
１
条

こ
の
訓
令
は
、
教
育
委
員
会
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
2
5

年
法
律
第
2
6
1
号
）
第
2
2
条
の
２
第
１
項
第
１
号
に
掲
げ
る
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
職
の

設
置
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
設
置
）

（
設
置
）

第
２
条

会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
と
し
て
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
職
を
設
置
し
、
そ
の
職
務
内
第
２
条

会
計
年
度
任
用
職
員
の
職
と
し
て
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
職
を
設
置
し
、
そ
の
職
務

容
は
、
同
表
の
右
欄
の
と
お
り
と
す
る
。

内
容
は
、
同
表
の
右
欄
の
と
お
り
と
す
る
。

職
職
務
内
容

職
職
務
内
容

事
務
補
助

（
略
）

事
務
補
助

補
助
的
又
は
定
型
的
な
業
務

非
常
勤
講
師

児
童
生
徒
の
教
科
指
導
及
び
そ
の
指
導
に
関
す
る
補
助

保
健
指
導
員

職
員
の
健
康
相
談
、
保
健
指
導
等
に
関
す
る
補
助
的
又

的
又
は
定
型
的
な
業
務

は
定
型
的
な
業
務

副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援

副
校
長
又
は
教
頭
の
業
務
に
関
す
る
補
助
的
又
は
定
型

（
新
設
）

（
新
設
）

員
的
な
業
務

保
健
指
導
員

職
員
の
健
康
相
談
、
保
健
指
導
等
に
関
す
る
補
助
的
又

非
常
勤
講
師

児
童
生
徒
の
教
科
指
導
及
び
そ
の
指
導
に
関
す
る
補
助

は
定
型
的
な
業
務

的
又
は
定
型
的
な
業
務

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員

沖
縄
県
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
生

適
応
指
導
教
室
指
導
員

沖
縄
県
適
応
指
導
教
室
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
生
活
指

活
指
導
等
に
関
す
る
補
助
的
又
は
定
型
的
な
業
務

導
等
に
関
す
る
補
助
的
又
は
定
型
的
な
業
務

（
新
旧
対
照
表

1
ペ
ー
ジ
）



（
削
る
。
）

（
削
る
。
）

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

幼
児
教
育
に
係
る
研
修
及
び
助
言
に
関
す
る
補
助
的
又

は
定
型
的
な
業
務

学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

（
略
）

学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

市
町
村
立
小
中
学
校
に
お
け
る
問
題
に
係
る
相
談
の
受

タ
ー

タ
ー

付
及
び
助
言
並
び
に
研
修
に
関
す
る
補
助
的
又
は
定
型

的
な
業
務

架
け
橋
期
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

幼
児
期
又
は
架
け
橋
期
（
子
の
満
５
歳
に
達
し
た
日
の

（
新
設
）

（
新
設
）

翌
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日
か
ら
満
７
歳
に

達
し
た
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
３
月
3
1
日
ま
で
の
２

年
間
を
い
う
。
）
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
補
助
的
又

は
定
型
的
な
業
務

（
新
旧
対
照
表

2
ペ
ー
ジ
）



新
旧
対
照
表
（
第
２
条
関
係
）

沖
縄
県
教
育
委
員
会
会
計
年
度
任
用
職
員
の
報
酬
に
関
す
る
規
程
（
令
和
２
年
沖
縄
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
２
号
）
新
旧
対
照
表

改
正

案
現

行

（
趣
旨
）

（
趣
旨
）

第
１
条

こ
の
訓
令
は
、
沖
縄
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
第
１
条

こ
の
訓
令
は
、
沖
縄
県
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令

和
元
年
沖
縄
県
条
例
第
4
2
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
３
条
第
１
項
た
だ
し
書
及
び
会
計

和
元
年
沖
縄
県
条
例
第
4
2
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
及
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
２
年
沖
縄
県
人
事
委
員
会
規
則
第

年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
（
令
和
２
年
沖
縄
県
人
事
委
員
会
規
則
第

１
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

１
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
２
条
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

報
酬
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

報
酬
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
条
例
第
３
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

（
条
例
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の

職
）

職
）

第
２
条

条
例
第
３
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員
第
２
条

条
例
第
２
条
第
１
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
報
酬
の
額
を
定
め
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

の
職
は
、
次
に
掲
げ
る
職
と
す
る
。

（
略
）

⑴
非
常
勤
講
師

（
略
）

⑵
外
国
語
指
導
助
手

（
略
）

⑶
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

（
略
）

⑷
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
準
ず
る
者

（
略
）

⑸
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
略
）

⑹
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
準
ず
る
者

（
規
則
第
２
条
第
３
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
）

（
規
則
第
２
条
第
３
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
）

第
３
条

規
則
第
２
条
第
３
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
職
の
区
第
３
条

規
則
第
２
条
第
３
項
の
任
命
権
者
が
定
め
る
も
の
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
職
の
区

分
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
給
料
表
の
種
類
及
び
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
職
務
の
級
と

分
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
給
料
表
の
種
類
及
び
同
表
の
右
欄
に
掲
げ
る
職
務
の
級
と

し
、
同
項
の
報
酬
の
別
は
、
時
間
額
と
す
る
。

し
、
同
項
の
報
酬
の
別
は
、
時
間
額
と
す
る
。

職
給
料
表
の
種
類

職
務
の
級

職
給
料
表
の
種
類

職
務
の
級

事
務
補
助

（
略
）

（
略
）

事
務
補
助

行
政
職
給
料
表

１
級

（
新
旧
対
照
表

1
ペ
ー
ジ
）



離
島
児
童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
生
活
指
導
員

（
略
）

（
略
）

離
島
児
童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー
生
活
指
導
員

行
政
職
給
料
表

１
級

副
校
長
・
教
頭
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員

行
政
職
給
料
表

２
級

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員

（
略
）

（
略
）

適
応
指
導
教
室
指
導
員

行
政
職
給
料
表

１
級

（
削
る
。
）

（
削
る
。
）

（
削
る
。
）

幼
児
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

教
育
職
給
料
表
⑶

２
級

学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
略
）

（
略
）

学
校
問
題
解
決
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

教
育
職
給
料
表
⑶

２
級

架
け
橋
期
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

教
育
職
給
料
表
⑶

２
級

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
設
）

（
新
旧
対
照
表

2
ペ
ー
ジ
）



参 照 条 文
〇 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ）

〔 報 酬 等 〕

第 二 百 三 条 の 二 普 通 地 方 公 共 団 体 は 、 そ の 委 員 会 の

非 常 勤 の 委 員 、 非 常 勤 の 監 査 委 員 、 自 治 紛 争 処 理 委

員 、 審 査 会 、 審 議 会 及 び 調 査 会 等 の 委 員 そ の 他 の 構

成 員 、 専 門 委 員 、 監 査 専 門 委 員 、 投 票 管 理 者 、 開 票

管 理 者 、 選 挙 長 、 投 票 立 会 人 、 開 票 立 会 人 及 び 選 挙

立 会 人 そ の 他 普 通 地 方 公 共 団 体 の 非 常 勤 の 職 員 （ 短

時 間 勤 務 職 員 及 び 地 方 公 務 員 法 第 二 十 二 条 の 二 第 一

項 第 二 号 に 掲 げ る 職 員 を 除 く 。 ） に 対 し 、 報 酬 を 支

給 し な け れ ば な ら な い 。

② ～ ④ （ 略 ）

⑤ 報 酬 、 費 用 弁 償 、 期 末 手 当 及 び 勤 勉 手 当 の 額 並 び

に そ の 支 給 方 法 は 、 条 例 で こ れ を 定 め な け れ ば な ら

な い 。
○ 地 方 公 務 員 法 （ 昭 和 二 十 五 年 法 律 第 二 百 六 十

一 号 ）

（ こ の 法 律 の 目 的 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 地 方 公 共 団 体 の 人 事 機 関 並 び に

地 方 公 務 員 の 任 用 、 人 事 評 価 、 給 与 、 勤 務 時 間 そ の

他 の 勤 務 条 件 、 休 業 、 分 限 及 び 懲 戒 、 服 務 、 退 職 管

理 、 研 修 、 福 祉 及 び 利 益 の 保 護 並 び に 団 体 等 人 事 行

政 に 関 す る 根 本 基 準 を 確 立 す る こ と に よ り 、 地 方 公

共 団 体 の 行 政 の 民 主 的 か つ 能 率 的 な 運 営 並 び に 特 定

地 方 独 立 行 政 法 人 の 事 務 及 び 事 業 の 確 実 な 実 施 を 保

障 し 、 も つ て 地 方 自 治 の 本 旨 の 実 現 に 資 す る こ と を

目 的 と す る 。

（ 任 命 の 方 法 ）

第 十 七 条 職 員 の 職 に 欠 員 を 生 じ た 場 合 に お い て は 、

任 命 権 者 は 、 採 用 、 昇 任 、 降 任 又 は 転 任 の い ず れ か

の 方 法 に よ り 、 職 員 を 任 命 す る こ と が で き る 。

２ 人 事 委 員 会 （ 競 争 試 験 等 を 行 う 公 平 委 員 会 を 含

む 。 以 下 こ の 節 に お い て 同 じ 。 ） を 置 く 地 方 公 共 団

体 に お い て は 、 人 事 委 員 会 は 、 前 項 の 任 命 の 方 法 の

う ち の い ず れ に よ る べ き か に つ い て の 一 般 的 基 準 を

定 め る こ と が で き る 。

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 の 採 用 の 方 法 等 ）

第 二 十 二 条 の 二 次 に 掲 げ る 職 員 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 会 計 年 度 任 用 職 員 」 と い う 。 ） の 採 用 は 、 第 十

七 条 の 二 第 一 項 及 び 第 二 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 競

争 試 験 又 は 選 考 に よ る も の と す る 。

一 一 会 計 年 度 を 超 え な い 範 囲 内 で 置 か れ る 非 常 勤

の 職 （ 第 二 十 八 条 の 五 第 一 項 に 規 定 す る 短 時 間 勤

務 の 職 を 除 く 。 ） （ 次 号 に お い て 「 会 計 年 度 任 用

の 職 」 と い う 。 ） を 占 め る 職 員 で あ つ て 、 そ の 一

週 間 当 た り の 通 常 の 勤 務 時 間 が 常 時 勤 務 を 要 す る

職 を 占 め る 職 員 の 一 週 間 当 た り の 通 常 の 勤 務 時 間

に 比 し 短 い 時 間 で あ る も の

二 会 計 年 度 任 用 の 職 を 占 め る 職 員 で あ つ て 、 そ の

一 週 間 当 た り の 通 常 の 勤 務 時 間 が 常 時 勤 務 を 要 す

る 職 を 占 め る 職 員 の 一 週 間 当 た り の 通 常 の 勤 務 時

間 と 同 一 の 時 間 で あ る も の

２ ～ ７ （ 略 ）

（ 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 の 根 本 基 準 ）

第 二 十 四 条 職 員 の 給 与 は 、 そ の 職 務 と 責 任 に 応 ず る

も の で な け れ ば な ら な い 。

２ 職 員 の 給 与 は 、 生 計 費 並 び に 国 及 び 他 の 地 方 公 共

団 体 の 職 員 並 び に 民 間 事 業 の 従 事 者 の 給 与 そ の 他 の

事 情 を 考 慮 し て 定 め ら れ な け れ ば な ら な い 。

３ 職 員 は 、 他 の 職 員 の 職 を 兼 ね る 場 合 に お い て も 、

こ れ に 対 し て 給 与 を 受 け て は な ら な い 。

４ 職 員 の 勤 務 時 間 そ の 他 職 員 の 給 与 以 外 の 勤 務 条 件

を 定 め る に 当 つ て は 、 国 及 び 他 の 地 方 公 共 団 体 の 職

員 と の 間 に 権 衡 を 失 し な い よ う に 適 当 な 考 慮 が 払 わ

れ な け れ ば な ら な い 。

５ 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条 件 は 、 条 例

で 定 め る 。

〇 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ）

（ こ の 法 律 の 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 教 育 委 員 会 の 設 置 、 学 校 そ の 他

の 教 育 機 関 の 職 員 の 身 分 取 扱 そ の 他 地 方 公 共 団 体 に

お け る 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 の 基 本 を 定 め る こ と

を 目 的 と す る 。

（ 県 費 負 担 教 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他 の 勤 務 条



件 ）

第 四 十 二 条 県 費 負 担 教 職 員 の 給 与 、 勤 務 時 間 そ の 他

の 勤 務 条 件 に つ い て は 、 地 方 公 務 員 法 第 二 十 四 条 第

五 項 の 規 定 に よ り 条 例 で 定 め る も の と さ れ て い る 事

項 は 、 都 道 府 県 の 条 例 で 定 め る 。

○ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ）

（ 学 校 の 範 囲 ）

第 一 条 こ の 法 律 で 、 学 校 と は 、 幼 稚 園 、 小 学 校 、 中

学 校 、 義 務 教 育 学 校 、 高 等 学 校 、 中 等 教 育 学 校 、 特

別 支 援 学 校 、 大 学 及 び 高 等 専 門 学 校 と す る 。

（ 就 学 義 務 ）

第 十 七 条 保 護 者 は 、 子 の 満 六 歳 に 達 し た 日 の 翌 日 以

後 に お け る 最 初 の 学 年 の 初 め か ら 、 満 十 二 歳 に 達 し

た 日 の 属 す る 学 年 の 終 わ り ま で 、 こ れ を 小 学 校 、 義

務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 又 は 特 別 支 援 学 校 の 小 学 部 に

就 学 さ せ る 義 務 を 負 う 。 た だ し 、 子 が 、 満 十 二 歳 に

達 し た 日 の 属 す る 学 年 の 終 わ り ま で に 小 学 校 の 課

程 、 義 務 教 育 学 校 の 前 期 課 程 又 は 特 別 支 援 学 校 の 小

学 部 の 課 程 を 修 了 し な い と き は 、 満 十 五 歳 に 達 し た

日 の 属 す る 学 年 の 終 わ り （ そ れ ま で の 間 に お い て こ

れ ら の 課 程 を 修 了 し た と き は 、 そ の 修 了 し た 日 の 属

す る 学 年 の 終 わ り ） ま で と す る 。

２ ～ ３ （ 略 ）

（ 校 長 、 教 頭 、 教 諭 そ の 他 の 職 員 ）

第 三 十 七 条 小 学 校 に は 、 校 長 、 教 頭 、 教 諭 、 養 護 教

諭 及 び 事 務 職 員 を 置 か な け れ ば な ら な い 。

２ 小 学 校 に は 、 前 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 副 校

長 、 主 幹 教 諭 、 指 導 教 諭 、 栄 養 教 諭 そ の 他 必 要 な 職

員 を 置 く こ と が で き る 。

３ 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 副 校 長 を 置 く と き そ

の 他 特 別 の 事 情 の あ る と き は 教 頭 を 、 養 護 を つ か さ

ど る 主 幹 教 諭 を 置 く と き は 養 護 教 諭 を 、 特 別 の 事 情

の あ る と き は 事 務 職 員 を 、 そ れ ぞ れ 置 か な い こ と が

で き る 。

４ 校 長 は 、 校 務 を つ か さ ど り 、 所 属 職 員 を 監 督 す

る 。

５ 副 校 長 は 、 校 長 を 助 け 、 命 を 受 け て 校 務 を つ か さ

ど る 。

６ 副 校 長 は 、 校 長 に 事 故 が あ る と き は そ の 職 務 を 代

理 し 、 校 長 が 欠 け た と き は そ の 職 務 を 行 う 。 こ の 場

合 に お い て 、 副 校 長 が 二 人 以 上 あ る と き は 、 あ ら か

じ め 校 長 が 定 め た 順 序 で 、 そ の 職 務 を 代 理 し 、 又 は

行 う 。

７ 教 頭 は 、 校 長 （ 副 校 長 を 置 く 小 学 校 に あ つ て

は 、 校 長 及 び 副 校 長 ） を 助 け 、 校 務 を 整 理 し 、 及

び 必 要 に 応 じ 児 童 の 教 育 を つ か さ ど る 。

８ 教 頭 は 、 校 長 （ 副 校 長 を 置 く 小 学 校 に あ つ て は 、

校 長 及 び 副 校 長 ） に 事 故 が あ る と き は 校 長 の 職 務 を

代 理 し 、 校 長 （ 副 校 長 を 置 く 小 学 校 に あ つ て は 、 校

長 及 び 副 校 長 ） が 欠 け た と き は 校 長 の 職 務 を 行 う 。

こ の 場 合 に お い て 、 教 頭 が 二 人 以 上 あ る と き は 、 あ

ら か じ め 校 長 が 定 め た 順 序 で 、 校 長 の 職 務 を 代 理

し 、 又 は 行 う 。

９ ～ １ ９ （ 略 ）

（ 準 用 規 定 ）

第 四 十 九 条 第 三 十 条 第 二 項 、 第 三 十 一 条 、 第 三 十 四

条 、 第 三 十 五 条 及 び 第 三 十 七 条 か ら 第 四 十 四 条 ま で

の 規 定 は 、 中 学 校 に 準 用 す る 。 こ の 場 合 に お い て 、

第 三 十 条 第 二 項 中 「 前 項 」 と あ る の は 「 第 四 十 六

条 」 と 、 第 三 十 一 条 中 「 前 条 第 一 項 」 と あ る の は

「 第 四 十 六 条 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。

○ 学 校 教 育 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 二 年 文 部 省 令

第 十 一 号 ）

（ 設 備 及 び 環 境 ）

第 一 条 学 校 に は 、 そ の 学 校 の 目 的 を 実 現 す る た め に

必 要 な 校 地 、 校 舎 、 校 具 、 運 動 場 、 図 書 館 又 は 図 書

室 、 保 健 室 そ の 他 の 設 備 を 設 け な け れ ば な ら な い 。

２ （ 略 ）

（ 学 年 の 始 期 及 び 終 期 ）

第 五 十 九 条 小 学 校 の 学 年 は 、 四 月 一 日 に 始 ま り 、 翌

年 三 月 三 十 一 日 に 終 わ る 。

○ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四

号 ）

（ 児 童 の 権 利 ）

第 一 条 全 て 児 童 は 、 児 童 の 権 利 に 関 す る 条 約 の 精 神



に の つ と り 、 適 切 に 養 育 さ れ る こ と 、 そ の 生 活 を 保

障 さ れ る こ と 、 愛 さ れ 、 保 護 さ れ る こ と 、 そ の 心 身

の 健 や か な 成 長 及 び 発 達 並 び に そ の 自 立 が 図 ら れ る

こ と そ の 他 の 福 祉 を 等 し く 保 障 さ れ る 権 利 を 有 す

る 。
（ 児 童 等 ）

第 四 条 こ の 法 律 で 、 児 童 と は 、 満 十 八 歳 に 満 た な い

者 を い い 、 児 童 を 左 の よ う に 分 け る 。

一 乳 児 満 一 歳 に 満 た な い 者

二 幼 児 満 一 歳 か ら 、 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る

ま で の 者

三 少 年 小 学 校 就 学 の 始 期 か ら 、 満 十 八 歳 に 達 す

る ま で の 者

○ 母 子 保 健 法 （ 昭 和 四 十 年 法 律 第 百 四 十 一 号 ）

（ 目 的 ）

第 一 条 こ の 法 律 は 、 母 性 並 び に 乳 児 及 び 幼 児 の 健 康

の 保 持 及 び 増 進 を 図 る た め 、 母 子 保 健 に 関 す る 原 理

を 明 ら か に す る と と も に 、 母 性 並 び に 乳 児 及 び 幼 児

に 対 す る 保 健 指 導 、 健 康 診 査 、 医 療 そ の 他 の 措 置 を

講 じ 、 も つ て 国 民 保 健 の 向 上 に 寄 与 す る こ と を 目 的

と す る 。

（ 用 語 の 定 義 ）

第 六 条 こ の 法 律 に お い て 「 妊 産 婦 」 と は 、 妊 娠 中 又

は 出 産 後 一 年 以 内 の 女 子 を い う 。

２ こ の 法 律 に お い て 「 乳 児 」 と は 、 一 歳 に 満 た な い

者 を い う 。

３ こ の 法 律 に お い て 「 幼 児 」 と は 、 満 一 歳 か ら 小 学

校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 者 を い う 。

４ ～ ６ （ 略 ）








